
あと１年しかない！HPVﾜｸﾁﾝのｷｬｯﾁｱｯﾌﾟ接種

婦人科からのお知らせ

ワクチンを接種しなくて大丈夫ですか？

婦人科部長 衞藤 貴子

HPVワクチンの接種状況に関する検討

積極的勧奨が中止されていた間に

HPVワクチンをうちそびれた世代が ,

無料で接種できるｷｬｯﾁｱｯﾌﾟ接種

（1997～2007年度生まれ女子）も、

残すところあと1年をきりました。

2024年度いっぱいです。

2022年度までの、生まれ年度毎の

HPVワクチン接種率が報告されました。

1994～1999年度生まれは、積極的

勧奨が中止となる前の2012年までに

すでに70％前後が接種していました。

それ以下の世代では、2005年度生ま

れが接種率が最も高く、それでも

31.6％しか接種していません。2001、

2002年度生まれは10％にも満たない

状況です。

70％の接種率が 0％となったら、生まれ年度あたり、およそ
4500人が頸がんにかかり、1100人が頸がんで命を落とすと
推定されています

ある報告では、例えば200x年度生まれの接種率が0％だったとしたら、70％接種していたのと

比べると200x年度生まれのうち、4500人が余計に頸がんにかかり、1100人が命を落とすと推定さ

れています。（Yagi A et al. Sci Rep. 2020 ;10(1):15945より）。同級生が1100人も命を落とすなんて

想像できますか？

子宮頸がんの予防（ﾜｸﾁﾝと検診）について、しっかりと知識をもって、HPVﾜｸﾁﾝ接種する・

しないについて考えましょう。

HPVﾜｸﾁﾝ接種するなら、ﾜｸﾁﾝの効果の点からは、少しでも早い方が好ましいですよ。

対象の方に、ご自身で十分に考えて、安心してワクチン接種をしていただけるよう、

当院では有効性、副反応のリスクなどについての説明に努めています。

お問い合わせは婦人科外来まで （病院代表）092-541-4936
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